
年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

前期

《科目目標》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

2024

学        科 看護学科 科　目　区　分 基礎分野 授業の方法

対 象 学 年 １学年 学期及び曜時限 教室名 202,203教室

講義

科  目  名 語彙読解力講座 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

本科目は、看護系エッセイ、評論文、論文の読解・要約等通して語彙読解力の育成を目指します。看護に必要なレポート
作成、論文作成につながる授業です。日ごろから文章に触れる機会を持ちましょう。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

担 当 教 員

教科書を理解し、ノートを作成できるようになる。看護系エッセイ、評論文、論文の読解・要約ができるようになる。またそれら
に対する自己の考えを文章にすることができるようになる。

【評価方法】レポート課題100％
【評価基準】優：80点以上、良：70点以上80点未満、可：60点以上70点未満、不可：60点未満

大森　順子

第
2
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

教科書を用いた文章読解　解剖学①

配布資料
各コマに
おける

授業予定

教科書を読む
ノートをつくる

第
1
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

ガイダンス

配布資料
各コマに
おける

授業予定

自己紹介
授業の目的・授業計画
文章読解の基礎

第
4
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

教科書を用いた文章読解　看護学概論①

配布資料
各コマに
おける

授業予定
抽象度の高い教科書を読む

第
3
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

教科書を用いた文章読解　解剖学②

配布資料
各コマに
おける

授業予定

教科書を読む
ノートをつくる

第
5
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

教科書を用いた文章読解　看護学概論②

配布資料
各コマに
おける

授業予定
抽象度の高い教科書を読む



各コマに
おける

授業予定
抽象度の高い教科書を読む

授業の
方法 内　　　容 使用教材

各コマに
おける

授業予定
医療系評論文①　1～2段階

授業以外での準備学習
の具体的な内容

第
6
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

教科書を用いた文章読解　看護学概論③

配布資料

配布資料
各コマに
おける

授業予定
全文要約の書き方・感想文の書き方

第
8
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

医療系評論文の読解

配布資料

第
7
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

全文要約の書き方・感想文の書き方

各コマに
おける

授業予定
医療系評論文①　５～６段階

第
11
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

医学系評論分の読解

配布資料
各コマに
おける

授業予定
医療系評論文①　３～４段階

第
10
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

医療系評論文の読解

配布資料

第
9
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

医療系評論文の読解

各コマに
おける

授業予定
医療系評論文①１０～１３段階

第
13
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

小論文の書き方

配布資料
各コマに
おける

授業予定
医療系評論文①　７～９段階

第
12
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

医療系評論分の読解

配布資料

配布資料
各コマに
おける

授業予定
医療系評論分①小論文の書き方

第
14
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

小論文の書き方

配布資料

各コマに
おける

授業予定

返却と添削
小論文を書く

各コマに
おける

授業予定
医療系評論分①１２～１３段階　小論文を書く

第
15
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

小論文の書き方


